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研究成果の概要（和文）：　本研究は，活動的・探究的学習を特徴とする生活科・総合的な学習の時間等の学習
指導案を対象として，そのフォーマットの改善案に関する基礎調査を行うことを目的とした。これまでの生活科
や小学校総合的な学習の時間にかかわる学習指導案の情報収集を行う一方で，教員との情報交流をベースに具体
的な学習指導案の作成・活用を行うとともに，教員への意識調査も実施した。その結果，具体的でイメージしや
すく，わかりやすいといった肯定的な評価が得られた。また，子どもの活動記録としての扱いも可能性が見られ
た。その一方で，板書，発問等の表記方法になお改善の余地があるとされ，より簡便なICT活用を含む工夫が今
後の課題とされた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research was to conduct a basic survey on improvement 
proposal of that format for the teaching plan of Living Environment Studies, the Period for 
Integrated Studies, and so on. characterized by active and inquiry learning. 
While collecting information for teaching plans about those subjects, we actually created and 
utilized them, based on the information exchanges with teachers. After that, we conducted some 
surveies for those teachers.
As a result, positive evaluation such as concrete, easy to imagine, easy to understand was obtained.
 In addition, the possibility of handling as a child activity record was also found. On the other 
hand, it was considered that there was still room for improving the ingenuity in the notation 
methods such as using a blackboard, questioning by teachers etc, and future issues including more 
convenient ICT utilization could be found.

研究分野： 生活科・総合的学習・理科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 アクティブラーニングが提示・強調されて
以来，学修者の能動的取り組みが注目され，
教室の内外にかかわらずフィールドワーク
やディスカッション等の多様な形態が示さ
れてきている（ex.溝上 2014）。こうした主張
から，活動的・探究的学習を特徴とする小学
校段階の生活科や総合的な学習の時間の授
業に，その効果がより期待される。しかし，
教員養成段階で「総合的な学習の時間」に関
する授業科目を十分に履修しない事態も生
じ，指導力の面で課題となっている。教員養
成段階で「総合的な学習の時間」の指導法を
履修する場合においても，能動的学習を保障
するカリキュラムマネジメントや学習指導
案作成等の基礎的な技術習得が求められる。 
 また，スタートカリキュラムやアプローチ
カリキュラムといった名称に象徴されるよ
うに，子どもの学びと育ちの連続性を配慮し
たカリキュラムの連携が進められている。そ
こでは，子どもの学びと育ちを教員間で共有
する一つの道具として，子どもの様子を反映
させる指導案や実践記録が用意・想定されな
ければならない。しかし，これらのフォーマ
ットに関する研究は，これまでの先行研究に
は見られない。この研究に対して今後参考に
なるものに，ニュージーランドのテファリキ
やラーニングストーリー（学びの物語）が考
えられる（ex. Carr.M 2001）。またスェーデ
ン等に見られるドキュメンテーションも有
効だと推察する（ex.大野 2014）。 
 国内では，子どもの活動がよりわかるよう
に，園庭や教室が描かれ，各コーナーに設
備・道具の配置，子どもの行動が示された保
育案やその結果としての保育記録が参考資
料として挙げられる（ex.文部科学省 2013，
河邉 2013）。 
 こうした保育者の子どもへのまなざしを
共有できる保育案や記録簿は，小学校段階の
学習指導案や実践記録にも適用可能であり，
幼小連携研究に欠かせない道具になると考
えられる。 
 生活科や総合的な学習の時間の学習指導
案についてもおおよそ 30 年の間に変遷が見
られる。例えば，他教科等の指導案のような
文章のみで綴られたものから，活動場所の略
図が示されていたり，子どものイラストと吹
き出しが描かれていたりする工夫がなされ
ている＊。最近では，ビジュアル化の動向が
認められ，今後もよりリアリティーのある計
画案や実践記録が ICT の活用・普及に伴って
ますます加速化されると予想する。 
（*：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/ 
1300434.htm）  
 これらの現状を踏まえ，教員の意見を取り
入れつつ，動的学びを支援する授業デザイン
ツールとして新しい学習指導案フォーマッ
ト「ラーニングスケッチ」を構想し始めてい
るところである。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は，活動的・探究的学習を特
徴とする生活科・総合的な学習の時間等の学
習指導案を対象として，そのフォーマットの
改善案に関する基礎調査を行うことである。 
 
３．研究の方法 
 これまでの生活科や小学校総合的な学習
の時間にかかわる学習指導案の文献検索な
ど情報収集を行う一方で，現地調査（教員へ
のアンケート等）も行う。また，教員との情
報交流をベースに，実際に指導案を作成・活
用を行い，検討する。関連学会等でその成果
発表を行う。 
 指導案作成・活用ならびに調査実施等に関
する研究協力学校・団体等は，以下の通りで
ある。 
 大学附属小学校（１校），兵庫県公立小学
校（１校），大阪市公立小学校（１校），鳥取
県公立小学校（１校），広島県公立小学校（１
校），京都府公立小学校・幼稚園・私立保育
園（３校５園），韓国教育大学附属小学校（１
校），日本生活科・総合的学習教育学会，山
口県教育委員会，北海道社会科教育連盟 
 
４．研究成果 
 実践現場を中心とした取り組みと調査分
析による成果は次の通りである。 
 
（１）実践現場を中心とした取り組み 
① 日本生活科・総合的学習教育学会 

 2015 年度に実施した当学会の課題研
究に参加者 40 名を対象に，活動場所等
が記載されたラーニングスケッチに対
する意識調査を行った。得られた結果を
まとめて，国内学会にて報告した（国内
学会③）。調査結果では，ラーニングス
ケッチ作成に対しては「価値あり」「自
分も作成してみたい」との意見が多かっ
た。また，作成上必要事項として子ども
の思考の流れや環境構成，学習形態など
が挙げられた。作成上の工夫としては，
板書計画や児童用ワークシートと同じ
フォーマットの展開案などが示された。
また，展開する上で，時系列の表現と電
子化への対応が課題とされた。 
 

② 兵庫県公立小学校 
 本研究のベースとなる初期の「ラーニ
ングスケッチ」試作版に対する意見を集
約した（調査実施時期：2016 年 3 月）。
作成者（教員）4 名同席のもと，指導案
作成後の感想として，意見をまとめた。
結果については，2016 年 6月に国内学会
にて発表した。（国内学会等①）板書計
画や座席表の必要性とともに展開上，板
書と発問等との対応が課題とされた。ま
た，大きな紙面の利用や，吹き出しを手
書きするといったアイデアも見られた。 
 



③ 大学附属小学校 
 附属小学校生活科担当教員２名の協
力を得て，指導案にも付記された活動場
所と同型の図をワークシートとして使
用させ，その効果等を国内学会で発表す
ることができた（国内学会等②）。教師
がラーニングスケッチを作成すること
に対しては，「学習の見通しをもつこと
ができ，活動場面においても状況に合っ
た指導が容易になった」との感想があっ
た。また，子どもたちのラーニングスケ
ッチ（ワークシート）活用についても，
「体験の場面で得た気付きの詳細を残
す記録媒体となり，それをもとに交流を
することで，互いの気付きを比較しやす
くなった」との意見があった。 
 さらに，共同研究としてタブレット端
末を用いた工夫等も国内学会で発表す
るに至った（国内学会等⑤）。ラーニン
グスケッチ活用の利点として，写真を撮
って記名したり，録音した音に対してオ
ノマトペを使って表現したりすること
に利用していたことなどから，子どもの
気付きの可視化等に役立つことが示さ
れた。 
 また，生活科担当教員２名をサブ講師
として「ラーニングスケッチ作成講座」
の夏期研修会（兵庫教育大学神戸ハーバ
ーランドキャンパス 2017 年 8 月）を実
施した。参加者（20名）からのラーニン
グスケッチに対する感想を集約し，改善
のための資料としてまとめ，国際学会で
発表することができた（国際学会等①）。
結果として，どの教師からも肯定的意見
が見られたが，黒板への記述を横につ
なげていく方法や黒板への記述の分け
方，指導案上に子どもや教師の発言等
を表す工夫など，改善意見も得ること
ができた。多くのニーズに応えること
ができるよう黒板の使い方を中心に，
数種類のフォーマットを準備し，その
効果を検証することも今後の課題に含
めていかなくてはならないことがわか
った。2018 年度も本研究の研究協力者
（一部）とともに「ラーニングスケッ
チ」の研修講座を設定し，同様の研究
成果の検討を行う予定となっている
（2018 年 7 月）。 
 この他，同校研究発表会を含めた研修
会（3 回／年）で，ラーニングスケッチ
を示し，それに対する感想意見を集約す
る機会も得ることができた。また，2016
年度では，ICT 活用を含めた研修も実施
した(6月)。 
 

④ 大阪市公立小学校 
 研究代表者による小学校理科全国大
会（2016 年 11 月）研究発表校への指導
をベースに，ラーニングスケッチの試み
を行った。研究発表会を前後して，思考

の可視化ができるようなビジュアル化
指導案を試作し，それに対する教師の意
識調査をまとめ，理科の学会発表を行っ
た（国内学会等⑥）。また，その内容を
整理して，研究調査論文にまとめること
ができた（雑誌論文①）。すなわち，教
師は，絵や図や写真，吹き出しや人のイ
ラストを使って学習指導案（ラーニング
スケッチ）を作成したことが，使用する
言葉を洗練し，授業の具体的なイメージ
をもつことに役立ったと感じていた。ま
た，作成上，児童の様子を思い浮かべ，
授業をより具体的に把握しようとして
いくので，授業を進めていく拠り所にで
きたと振り返っていることがわかった。
また, 作成以前に抱いていた教師の学
習指導案に対する考えにも変容があっ
たことがとらえられた。 
 この他，理科教育研究の全国大会の実
践をベースにした著書に，アイデアの一
部として具体的な形式を掲載すること
ができた（図書①）。 
 

⑤ 鳥取県公立小学校 
 2015 年度より，研究指導に携わった
「生活科・総合的な学習の時間」教育研
究発表大会の中心となった当該校では，
これまでの指導案の書き方から，少しず
つラーニングスケッチのアイデアを受
け入れて，取り組むようになってきた。
具体的な形式は，同校の研究集録（2015
年度，2016 年度）に示された指導案を経
て，2017 年度研究発表大会研究紀要なら
びに当日の学習指導案に集約された
（2017.11）。研究大会発表後，学習指導
案を作成してきた教員（7 名）を対象に
アンケート調査を実施した。結果は，以
下のようにまとめられた。すなわち，国
際学会等②での発表内容と同じように，
教室環境，庭園，遊び場のイラストにつ
いて積極的な評価があった。その一方で，
作成過程や作業手順における難しさを
指摘する意見もあった。また，今後に期
待することとして，音声入力や簡単に入
力すれば，決まった形式の指導案が完成
することなどが挙げられた。（国際学会
等③）。 
 

⑥ 広島県公立小学校 
 最近数年間，研究代表者が「生活科・
総合的な学習の時間」の校内研修に関わ
っている広島県公立小学校の教諭に対
して，指導案形式（ラーニングスケッチ）
に関する意見集約を行った。計 4回（2016
年 12 月〜2017 年 1 月）の研修会で記述
された意見のカテゴリー分析を行った
結果をまとめ，国内の学会で発表した
（国内学会等④）。そこでは，視覚化に
ついて好印象を与え，板書の工夫が分か
りやすさを挙げていたことがわかった。



短所として，作成の困難さとともに板書
表記のバリエーション，他教科への応用
に不安等が指摘された。 
 研究主任の教員が，実際に作成した指
導案を例示し，工夫点（吹き出し、イラ
スト、３分割板書等）を報告するなかで，
学習指導案の一般化等が必須の課題と
して挙がっていた（国内学会等⑥）。 
 また，校内授業研究と同期して，数回
／年の自主研修会を設定して，授業研
究・教材研究から，ラーニングスケッチ
の修正検討を加えてきた。その中で，生
活科・総合的な学習の時間のためのラー
ニングスケッチとともに他教科（国語科，
算数科，社会科等）の板書計画など，活
用できるラーニングスケッチの試作も
行ってきている。同様に，同校の教員と
の共同研究として，「地域素材を生かし
た単元構想と授業展開のためのデザイ
ン原則」の一つとして，ラーニングスケ
ッチの活用を提案するため準備してい
る（2018 年 6月国内学会で発表予定）。 
 なお，同校研究協力者によって,フェ
イスブックのグループを作成し，「ラー
ニングスケッチを活用した指導案を考
える会」と称した非公開のグループトー
クができるものを準備し始めている。 
 

⑦ 京都都府公立小学校・幼稚園・私立保育
園 
 研究代表者が 2017 年度より指導助言
者として関係している「乳幼児教育ビジ
ョン推進事業」（副会長，保幼小接続カ
リキュラム策定会議：会長）の参加校園
の教員を対象に「学習指導案」に対する
評価を集約し，国際学会にて発表を行っ
てきた(国際学会等②)。特に幼小連携研
究に関与する保育士及び教師を対象に，
ラーニングスケッチ対する意見・感想を
報告としてまとめた。調査対象は、小学
校教員 12名、保育士・幼稚園教諭 12 名
であった。調査方法は，ラーニングスケ
ッチに対する意見を綴った付箋カード
を回収し，意見・感想をまとめた。その
結果，イラスト部分（例えば、吹き出し
など）や写真による説明箇所に対して良
好な評価がなされていた。また，教室環
境、園庭・運動場の図に対しても肯定的
評価が見られた。ラーニングスケッチを
是非活用してみたいという教師がいた
一方で，作成上のパソコン操作にはやや
難色を示している教師もいたことがわ
かった。 
 ラーニングスケッチに関連して，教員
らの所属する校園で作成されていた幼
小連携の学習指導案に対しても自己評
価的に見直す機会を設けた。結果として，
用語の使い方の違い等も明らかとなり，
幼小連携を促す指導案として，形式上の
課題の一つとして，受け止められた。 

（２）調査分析 
 資料収集ならびに調査による論文発表は、
次の通りである。 
 山口県で扱われている板書型指導案なら
びに，北海道社会科教育連盟が作成してい
る社会科板書型指導案を対象に担当職員へ
のインタビューと資料の分析結果を論文と
して発表した（雑誌論文②）。   
 山口県における板書型指導案は，１ペー
ジを３つのエリアで区分し，１つのエリア
には，計画された板書の具体が配置され、
他の２エリアには「主眼（ねらい）」や「指
導上の留意点」、「本時の流れ」等が設定さ
れていた。３区分の工夫として，形式上の
バリエーションも見られた。エリア間の記
述の整理や単元全体の表記等に課題が感じ
られた。 
 北海道社会科教育連盟の板書型指導案で
は，カラー刷りの２ページ見開きとして作
成され，配色の工夫がなされていた。また
「資料活用のポイント」や「教師の発問」「予
想される子供の反応」など全てのページに
わたって記されていた。ICT の活用等とと
もに書き込みや保存が可能であることが望
まれた。活用経験のある教員は，いずれの
板書型指導案も，教師の教材研究や授業実
施に役立つととらえていた。 

 
（３）今後の課題 
 上記のように，個々の事例に見られる成
果と課題はまとまってきている。現時点で
それらを整理すると，今後の包括的な課題
として考えられる点は，ラーニングスケッ
チを構成する項目の内容吟味といえる。そ
れぞれの実践現場での取り組みでは，フォ
ーマットを検討するなかで，具体的に子ど
もへの意図を明確にしたり，子どもの思考
の連続性を反映させたりする手立てがはた
らいていたと推察できる。したがって，「構
成する項目内容の洗練吟味」を課題とする
ことによって，本研究の趣旨としての「ラ
ーニングスケッチ」の姿がより鮮明になさ
れると考える。 
 なお，外国に見られる学習指導案として，
韓国の教育大学附属小学校の学習指導案が
入手できた。それらは，最近注目されてい
る教科横断型の「STEAM 教育」をベース
にしている点，本研究の関連資料になると
考えている。しかしながら，研究期間中に
まとめて発表までに至らず，現在も，分析・
検討中である。これらも含め，諸外国の学
習指導案も用意し，具体レベルの比較考察
を行うことを通して，より質の高い広範囲
適応型の「学習指導案」の完成が，今後の
研究であるととらえている。今回も話題に
なっている ICT の活用との関連で，誰もが
容易に作成でき，子どもの学習記録ととも
に教員の研修にまで役立つフォーマットを
より洗練し，その完成度を高めることであ
る。 
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